
情報サービス業 DI　（売上見通し、雇用判断）

1. 便宜上、「上昇する」をプラス側、「低下する」をマイナス側に作図してある。

2.

1. 便宜上、「不足」をプラス側、「過剰」をマイナス側に作図してある。

2.

資料： JISA-DI調査

雇用判断DI値は、(「不足(％)」-「過剰(％)」)であり、単位は％ポイントとなる。
折れ線グラフが上に行くほど「人手不足」を意味する。

売上高DI値は、(「上昇する(％)」-「低下する(％)」)であり、単位は％ポイントとなる。
折れ線グラフが上に行くほど「売上見通し好調」を意味する。

上昇する(A)

低下する(B)

-100

-50

0

50

100

H24.12 H25.12 H26.12 H27.12 H28.12 H29.12 H30.12 R1.12 R2.12 R3.12 R4.12

(％)

(調査時期)

売上全体の将来見通し 過去10年の状況
－今後３か月の当期３か月との比較－
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雇用判断 過去10年の状況
－従業者の充足感－




